
提 案 概 要 

（北九州市立陣原保育所 指定管理者） 

 

団体名：  社会福祉法人 北九州市保育事業協会   

 

１ 指定管理者としての適性について 

（１） 施設の管理運営（指定管理業務）に対する理念、基本方針 
 

児童福祉法第２４条に基づき、北九州市の委託を受け、子どもの個性を尊重しつつ、公平にかつ、

安全面に十分留意した保育を行うことで子どもの健全育成を図る。また、地域社会との連携の充

実を図りつつ、子育て支援の拠点として安定した運営を推進していく。 
 

（２） 安定的な人的基盤や財政基盤 
 

６つの保育施設を運営することで、役職及び役割に適した人材の配置と、変動のない予算を組み、

持続的に安定した運営を図ることを大切にしている。また、必要に応じた人材の確保に努めてい

る。 
 

（３） 実績や経験など 
 

当法人は、昭和４９年から長期に渡って、保育事業に携わってきた実績を効果的に活用し、独自

に法人内研修を実施する等積極的に人材育成を行っている。これまでの経験を生かし、施設運営

及び地域社会の福祉向上のため多いに貢献している。 
 

 

２ 管理運営計画の適確性 

【有効性】に関する取組み 

（１） 施設の設置目的の達成に向けた取り組み 
 

施設の設置目的の達成に向けては、その目的を十分理解し、達成に向けて取り組むための保育計

画と事業計画が必要である。計画を立て、目標を定め、達成に向けて取り組み、事業を展開して

いる。 
 

（２） 利用者の満足度 
 

保育の実施にあたっては、利用者の意向を把握することが重要であり、方法として、日々の保護

者とのコミュニケーションを大切にしながら様々な工夫や方法で情報の収集を行い、それらを反

映させていくことが効果的であり、利用者・児童の側に立った取り組みに努めており、保護者の

信頼は厚い。 
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【効率性】に関する取組み 

（１） 指定管理料及び収入 
 

施設型給付費・指定管理料（民間保育所運営補助金・光熱水費及び施設保守点検経費等）・利用者

等利用料収入を収入として、運営を図る。 
 

（２） 収支計画の妥当性及び実現可能性 
 

確立した予算を組み込み、また、決算を点検し、安定した運営を図るように努める。 
 

 

【適正性】に関する取組み 

（１） 管理運営体制など 
 

責任ある業務を遂行するため、専任の施設長、主任保育士を配置するとともに配置基準を満たし

た保育士の配置を行う。また、職員の資質向上に向けた法人内研修、外部研修への積極的な参加

の働きかけを行う。 
 

（２） 平等利用、安全対策、危機管理体制など 
 

子どもの命を守り、一人一人を公平にかつ安定した生活を提供するため、安全な保育環境を整え

る。体制としては、対応等の連携図や各種の危機管理マニュアル等を作成し、職場内研修等の機

会をとらえ、全職員が共通認識を持ち、対応できるようにしている。 
 

 

提案額（千円） 

令和３年度 

１５０，１１１千円 

施設型給付費・利用者等利用料収入 

指定管理料（民間保育所運営補助金・光熱水費及び施設保守点検経費等） 

令和４年度 

１５０，１１１千円 

施設型給付費・利用者等利用料収入 

指定管理料（民間保育所運営補助金・光熱水費及び施設保守点検経費等） 

令和５年度 

１５０，１１１千円 

施設型給付費・利用者等利用料収入 

指定管理料（民間保育所運営補助金・光熱水費及び施設保守点検経費等） 

令和６年度 

１５０，１１１千円 

施設型給付費・利用者等利用料収入 

指定管理料（民間保育所運営補助金・光熱水費及び施設保守点検経費等） 

令和７年度 

１５０，１１１千円 

施設型給付費・利用者等利用料収入 

指定管理料（民間保育所運営補助金・光熱水費及び施設保守点検経費等） 

※提案概要は、提案書の内容を２枚程度（Ａ４）にまとめてください。 


